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おびひろ氷まつりは、十勝帯広の厳しい冬の寒さを象徴する氷をメインと
した造形物や参加型プログラムを展開し、また、心あたたまる十勝らしい
おもてなしで来場者を迎え、冬の生活を楽しむわくわくしたおまつりです。
帯広開発建設部は冬の十勝を盛り上げるため、毎年雪像作りを行い、
おびひろ氷まつりに参加しています。

やっほー

帯広開発建設部でポストした「おびひろ氷まつり」のX（旧Twitter）はこちら

雪像製作職員
インタビュー!

誕生秘話にあるように、
「何を作るか」「名前はどうするか」等
なかなか決まらず、製作準備段階から
大変でしたが、実際の製作作業では
参加者が率先して作業を進めてくれ、
良い雪像ができました。
今後も「★開発の卵★ヘルメっち」
を帯広開発建設部のキャラクターと
して発展させていきたいです。

じゃあ、
それにしよう！
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開発局のヘルメットで
いいんじゃないか

幹部

帯広開発建設部地域振興対策室
小山内上席地域振興専門官
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ヘルメっちの

名前：★開発の卵★ヘルメっち
身長：130cm（顔だけ）
体重：４.２kg（ヘルメット１４個分）
趣味：子どもたちと写真を撮ること
生みの親：帯広開建若手職員2名

（荒町・伊嶋）

【プロフィール】

部長からの承認
をもらったキャラクター

【名前に★開発の卵★が付いている理由】
「卵＝幼い（これからの有望人材）」
の意味を持ち、若い職員がこれからの開発局を
担っていくんだ、という意気込みを含めている。
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【★開発の卵★ヘルメっちの活躍の場】

帯広開発建設部では、第9期北海道総合開発計画
を推進するキャラクターとして活躍していく。

https://twitter.com/mlit_hkd_ob/status/1749976038472613967


↑帯広道路事務所が
維持管理を担当する路線
管理延長は全道の事務所No.1！(330.4km)

札幌～北見間の
移動距離と
ほぼ同じ！

↑除草の様子 ↑除雪の様子

↑穴ぼこ補修前
↓穴ぼこ補修後

◎キロポスト
＊起点からの距離を示す標識
＊約1 k mおきに表示
＊道案内や事故の通報に便利！

◎道路緊急ダイヤル「 」
＊道路の異状を2 4時間通報可能
＊国道以外の道路でも通報O K！

維持管理を
担当する路線
国道３８号
国道２４１号
国道２３６号
国道２７４号
帯広広尾自動車道

✰帯広道路事務所とは

国道の を

紹介します！

知っておいて

損はないです！
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帯広道路事務所 第１工務課
中村事業専門官

Q.担当する仕事を教えてください。

A.道路維持の監督員として道路が安全で快適に利用できるよう日常の維持管理や、大

雨・吹雪・地震・交通事故などの緊急対応、道路照明・道路標識等の損傷状況を点検

する業務などを担当しています。

Q.維持工事の受注者の方々へ一言お願いします。

A.道路維持には沢山の仕事があり中でも冬期間の除雪は特に困難かつ重要ですが、昼夜

や休日を問わず対応いただいてる受注者の皆様にはいつも感謝でいっぱいです。

帯広道路事務所 第２工務課
宍戸事業専門官

Q.なぜ北海道開発局に入局したのですか。

A.地図に残るような仕事をしたいと思って土木の道に進みましたが、

どうせなら大きい事業に携わりたいと考えて、北海道開発局に入局しました。

Q.仕事上気をつけていることを教えてください。

A.工事を遅れさせないように気をつけています。

工事の受注者の方から、現場状況や施工方法に関する相談があった場合には、

実際の現地状況を自分自身で確認して、できるだけ早く解決するようにしています。

以下に高規格道路の工事現場の写真を掲載します！

【北海道横断自動車道網走線】
（足寄～北見）

【帯広・広尾自動車道】
（大樹広尾道）

↑定置式水平ジブクレーンを活用して
資材を運搬する様子
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帯広開発建設部では、十勝
管内の国道や高規格道路の除
雪を行っています。除雪を行
う上で重要な施設の一つが除
雪ステーションです。多くの
除雪ステーションには、除雪
車を保管するための車庫、ラ
イブカメラを通して道路状況
を確認できるモニター、除雪
業者の休
憩室、ト
イレなど
が備わっ
ています。

↑除雪を行うときは、除雪ステーション内にある車庫から除雪
車が出発し、各除雪ルートまで移動した後、除雪作業を行いま
す。除雪が終わると車庫まで戻ります。

←除雪は、場所、時間、
場合に応じて、効率的
に行われています。例
えば、なるべく車の混
雑を避けるため、除雪
する時間帯は夜間や早
朝になることが多いで
す。ほかにも頻度や方
法を変えることで適切
な除雪作業が行われて
います。 ↑除雪車の運転席には、除雪装置など

を制御するための専用の操作盤がつい
ています。

←主に除雪車の紹介となりましたが、一般
の方でも利用できるところもあります。十
勝清水防災ステーションは一般開放されて
おり、休憩スペースで休憩するためや２４
時間使えるトイレのために立ち寄ることが
できます。このことさえ覚えておけば、安
心してドライブを楽しむことができます。

↑一部の除雪車には、カメラがついてお
り、雪で視界不良の時に専用の操作盤を用
いてカメラを調整することで、モニターを
みて前方の状況を把握することができます。

除雪グレーダ除雪トラック

除雪トラック ロータリ除雪車

除雪
トラック

散布装置

散布円盤

十勝清水防災ステーション

入口 休憩スペース

十勝清水防災ステーション

除雪トラック
運転席周り

清水開発工業株式会社
小ヶ口 雅彦 さん

Q.どのように除雪されているか教えてください。

A.早いときには朝５時過ぎから を開始します。ルー

トにもよりますが、そこから１～２時間 しています。

Q.除雪作業のやりがいを教えてください。

A.人助けになる点が一番のやりがいだと思います。特に

市街地の は、住民の方々のために力が入ります。

車庫

カメラを通す前 カメラを通した後

十勝清水防災ステーション

帯広駅
地理院地図より



TEC-FORCEについてはこちらから

◀現地へ向かう前に
出発式を実施しました。

～派遣概要～
・被災状況調査班（砂防）

・職員4名（事務１、技術３）

・ドローン飛行の訓練を
受けた職員で編成

▼他の開発建設部の班と連携して調査活動
を実施しました。
調査では踏査の他、ドローンを使用した
調査も行いました。
調査地点：輪島市

▼帯広開発建設部に帰還し、部長や幹部職員に帰還報告を実施しました。
活動報告では土屋班長が「公共施設や住宅への土砂災害状況調査を実施し、広範囲で崩落している箇所も
見られた。降雪もあり損傷が分かりづらく、確認しながらの調査だった」と報告しました。
井田部長はその報告を受け「報告内容を十勝管内の災害対策強化に生かしたい」と述べました。

帯広開発建設部の活動状況についてはこちらから

令和6年能登半島地震による被害の復旧支援のため、

帯広開発建設部から

北陸地方整備局管内へ

TEC‐FORCEを派遣しました。

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/pch-tec/index.html
https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/saigai/ctll1r0000001pj2.html


「わが村は美しく－北海道」運動
第11回コンクール 受賞団体決定！

北海道本別高等学校
豆乳クレンジングジェル班

北海道士幌高等学校
乳加工専攻班

■奨励賞受賞団体

■優秀賞受賞団体

北海道帯広農業高等学校
食品科学科 地域資源活用分会ピロロツーリズム推進協議会

最高レベルの品
質管理が求められ
る宇宙日本食開発
に取り組むともに、
十勝産原料にこだ
わることで、宇宙
日本食開発を通じ
て十勝農業のPRを
目指しています。

豆で新たな特産品を！ 町の食育活動に貢献！ 乳製品の消費拡大を目指して！

（株）地恵贈

宇宙日本食の開発を通じ十勝農業をPR!

広尾町の多様な
一次産業と豊かな
農山漁村の景観を
活用した体験型観
光を通じて、道内
外の参加者に広尾
町の魅力を伝える
ことで地域活性化
に尽力しています。

体験型観光により広尾町の魅力を発信！

豆のまち本
別をPRするた
め「食」以外
の商品として
豆乳クレンジ
ングジェルを
開発しました。

士幌高産の
生乳を使用し
たスイーツ開
発を通じ、住
民と連携した
地域づくりを
行っています。

自らの農場の
農産物を加工・
販売するととも
に、小学校を対
象に食育活動を
行っています。

「わが村は美しく－北海道」運動の第１１回コンクールの
『帯広ブロック』では１０団体の応募の中から選考の結果、
優秀賞２団体、奨励賞３団体を表彰しました。
各受賞団体の活動拠点で行った表彰状授与式は、地元紙

の十勝毎日新聞にもとりあげられました。
帯広開発建設部では、このような地域の魅力を高めよう

としている団体の活動を支援しています。

https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/toti_kairyou/ctll1r0000001r6w.html


河川やダム、砂防施設などは、水と緑
にあふれる貴重な水辺空間です。
安らぎや憩いを求める場として親しま
れているほか、市町村が公園や運動場
を整備するなど、レクリエーションの
場としても活用されています。
各開発建設部では、そうした水辺空間
を安心・安全に利用していただくため
に、安全利用点検を実施しています。

安全利用点検は、主に４月頃と７月頃
の年２回行っています。
この時期に行っているのは、ゴールデ
ンウィークや夏休みなど、水辺空間を
利用する方が多い時期の前に安全を確
認するためです。
破損が見つかった場所、危険な状態に
ある場所等に目印や危険表示テープな
どを貼り付け注意を促すと共に、随時
補修を行っています。

屋根部分の木材にひび割れが！

標識テープで立ち入り禁止に！

コンクリート蓋に破損が！

蛍光テープで注意喚起！

上の写真で紹介したコンクリート蓋の下には、河川敷の公園や運動場等で使う水や電気を供給す
る為の水道管や電気ケーブルが通っています。
このような施設は公園等の管理者が設置するものですが、河川敷で水や電気を使うためには住宅
地側から引っ張ってくる必要があり、その際に堤防の強度を下げないために、堤防の中を通すの
ではなく表面に沿わせるような形で設置を許可しています。

コラム：どうして堤防にコンクリート蓋が？

公園、運動場など

住宅地河川敷
電柱・水道管など

堤防

イメージ図

コンクリート蓋

河川敷

堤防

住宅地 水道管・電気ケーブル

コンクリート蓋

←水・電気を供給


